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精密分光や計測標準の分野における光周波数コム(以下、コム)の発展は目覚しいもの
がある。コムの性能を決める主なパラメータとして、スペクトルの広さ。位相雑音の大き
さ、そして繰り返し周波数があげられる。私の研究は主に繰り返し周波数に焦点をあて
たものである。コムの元となるモード同期レーザーの繰り返し周波数は一般的には数百
MHz以下であるが、繰り返し周波数が数GHzを超えると、コムを用いた精密分光が大き
く発展する可能性がある。これまでに、Yb:KYW結晶を使用したレーザーで4.6 GHz、

Yb:Lu203セ ラミックを使用したレーザーで3 GHzの繰り返しを達成していた。今回、さら
に繰り返し周波数の高い5.2 GHzモード同期レーザーを開発したのでこれを報告する

[1]。

【成果報告】
5.2 GHzモ ード同期レーザーのレーザー媒質はYb:Lu203セ ラミックであり、lW出力の

波長976 nm小型レーザーダイオードで励起可能である。中心周波数は1080 nm、 スペ

クトル幅は1l nm程度であり、パルス幅は165も であつた。レーザーダイオード励起型
カーレンズモード同期レーザーとしては現時点で世界最高の繰り返し周波数を持つ。こ
のレーザーはレーザーダイオード励起であるため、月ヽ型で扱いが容易であるという利点
がある。したがつて長期安定性が不可欠な天文分野などにおける活躍が期待できる。
今後、開発したレーザーをファイバーアンプやフォトニッククリスタルファイバーなどを用
いてスペクトルを広げ、モード同期レーザーの縦モードが持つ二つの自由度 (繰り返し

周波数とオフセット周波数)をロックする。こうして高繰り返しの光周波数コムを作成し、
精密分光応用を行う予定である。
[1]MamOru Endo θr a/,″ 5.2-GHz,Kerr lens mode-locked Yb:Lu203 ceramic laser

for comb― resolved broadband spectroscopy,″ (submitted to CLEO:2013)

還藤護氏はレーザーダイオード励起の回体レーザーの研究を行つている。特にレー

ザー共振器の超小型化による超高繰り返しの超短パルスレーザーを開発している。繰
り返し周波数が分光器の分解能を超えるとレーザーの縦モードが1本ずつ分離できる
ようになる。モード同期レーザーは多数の縦モードが繰り返し周波数ごとに並んだ光周
波数コムの構造をしているため、今回の5GHzを超える繰り返し周波数を実現したこと
は、実際に縦モードを一本だけ取り出して超精密分光を行うことができるようになつたこ

とを意味する。本研究成果は遠藤氏の発案・実行によるものであり、順調に進んでい

る。今後の応用が拓ける大きな成果と考える。
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